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芭蕉に倣う 

On seeking for new way of little bit long Japanese “Haiku” style. 
 

 

 
「芭蕉の俳句が手本。このコンセプトを活かし、今少しガイド的な言葉添えをした新しい
表現形式が出来ないものか？」 
本書はその訓練に掌編小説を原稿箋３枚以内で書き表すトライアル・シリーズで御座いま
す。 
 
 



本編 
2024/3/24 
24th Mar. 24 
(Japanese expression ver.) 
「Say stop, it`s our job！！」 
(English expression ver.) 
“Say stop, it`s our mission!!” 
 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「Say stop, it`s our job！！」 
 
「人類にとってダメなものは一見どんなに便利に、飛躍的効率アップに見えても鼻から手
をつけないようにしないとダメだ。ダイナマイト然り、原子力然り、スマホ然り、AI 然り
だ。後々悪い奴らに爆弾、原子爆弾二作り替えられ、スマホ奴隷、能なし奴隷にされるの
がオチだ」 
「そりゃ無理って言うものでしょうよ。その弊害は知りつつも、もうそれなしの生活なん
て考えられなくなっちゃっているんだから。背に腹は代えられない訳よ。我々は」 
「だからそうなる前に敢えて手をつけないようにしないとダメだと思うんだ。どんなに便
利だという、受け手側への誘惑。金儲けになるという提供側への誘惑があっても。大変難
しいことだが。 
何でこんなことを言っているかと言えば、ここ二、三日体調崩して倒れたからよ。直近三
ヶ月の平均残業時間 340H(1 日 10Hx30 日=300H+定休日労働 10hx４weeks=40 total 
340H) 
これに所定労働時間 10(8+2)h x 25days=250H 加えると１ヶ月平均トータル労働時間
590H 
これを所定労働日 25 日で割ると一日平均労働時間 23.6H。でも俺は 30 日丸々働いている



から 582/30=19.6H になる。トイレ行って、飯作って食って、風呂入って、自転車通勤し
て、睡眠とるのに残された時間 1 日当たり 4.4h だけ。計ったわけではないがひょっとした
ら睡眠時間 2 時間ないかもしれない。当然倒れて当たり前の状況だ。命の危険さえ感じる
ほどの激しい疲労だ。 
しかし、AI ならいくら残業しても疲れないし、疲れから来る俺が最近とみにやらかすよう
になった人為的ミスも皆無だし、睡眠時間ゼロでも OK で文句も言わないとなりゃ、もう
そっちの方に無条件に流れるに決まっているだろ？おまけに給料いらないんだし。 
女だって無愛想で気むずかしい人間の女、つまり一発タダでやらせていただける前に必ず
あれ買って、これしてくんなきゃダメみたいな条件てんこ盛り付き女なんかよりよっぽど
ウルトラ床上手で、おまけに気の利いたことを言ったり仕草をする、♫男の本懐遂げさせ
てあげるぅ♫の決定版、AI ダッチワイフの方がいいって事になるに決まっているだろう。 
そして最後には旦那は会社からお払い箱にされて首になり、オクサンは自ら三行半を突き
つけるのかあるいは旦那から離婚されてどのみち別れてしまう。その間にダッチワイフは
子供を産む能力を手に入れて正妻の座についたりする可能性もなきにしもあらずだ。当然
そうなれば AI ダッチワイフとて、前妻化して、旦那はまたぞろ奴隷になることもあり得
る。 
とにかく今からは計り知れないほどの、想像を絶する悲惨な事態が待っているような気が
してならない。 
そうなる前にそういった一見需要側には便利、お手軽入手の快楽の極地、且つ提供側には
高収益につながるようなものは鼻から手をつけないようにしないと、いったん手を出した
が最後骨の髄まで甘い汁（人間の生命液）しゃぶりとられるよって言う話よ。 
お手軽簡単便利には裏がある。毒がある。今だけ見て踊っちゃダメ。将来見据えて結末ま
で想像してトータル的に考えないと、得られる利益を平準化してカウントし、けっして需
要の先食いをしないようにしないと、最後の最後で大どんでん返し、の悲惨な結末。後悔
先に立たずの、またぞろいつか来た道を歩くことになりやせんかなぁと。たった十数年前
の悲惨な経験すら踊り狂う「そりゃ一大事だ」の取るに足らんニュースの波状乱舞に飲み
込まれて消えてしまい、肝心なことが隅っこに押しやられて、いつの間にか人知れず風化
して伝わらない世の中だ。 
それを避けるには今、超絶不人気のめんどっちいことを敢えて粛々とするしかないってこ
とよ」 
「でもそんなことをしたら、先ずは誰も耳を貸さない。それに第一、世の中の科学の振興
にを阻むことにならないの？そのための悪い前例を残したとかって？」 
「そこなのよ、問題は。じゃその科学の振興と発展、技術の超絶飛躍的進展の結果、今、
何が起きている？ 
今まで、そうやっていつも一般論、前例主義、一見ご尤も論でお茶を濁してきたツケが
後々回って来ているんじゃないの、今。全部その時代にだけ受けのいいことばかり言って、



後日の責任は一切とらない、ダッタからじゃないの、立派な大学出たインテリさん方々が。 
大学出のインテリなんて高等詐欺師みたいなもんよ。結果論から言えば。 
超絶卑怯な連中に思えて仕方がないよ、俺には。 
つまり己が出世の役に立つかたたないか計算してばかり。 
で、表向きはそれとは裏腹にダミーの「お為ごかな態度」を取りながら、結局本当に人類
の未来を考えての行動を全く起こして来なかったんじゃないかってな、って思う観点から
すれば。 
それを考えたら「それには手を出すな。後々毒が回って命取りになる」って言って、嫌わ
れようがなんだろうがおっぽり投げる。 
その後「悪い前例を」と言われたら、そのときは又「逐一ケースバイケースで一から議論
し直しましょう」にスレバいいんじゃないのか？ 
要するに言っている人間の本心が「人気取り」「金儲け」なのか「本当に心配しているの
か」ダケの差なのよ。後者であれば一聴の値ありじゃないかな？」 
「もうやめた方がよくネ？でないと 1984 の世界から口封じにヒットマンくるよ。マジで」 
 
注） 
何でタイトルが同じ英語なのに和文の方は job という単語を使い、英文の方は mission と
いう単語をつかったのか？ 
それは我が国においては mission（任務）などと言うご大層な言葉が嫌われる傾向が強い
ので敢えて当たり障りの少ない job という単語を選択し、米国では job という単語からは
どうしても金銭絡みのイメージが優先するので、敢えて金勘定抜きの mission という単語
選択をした次第です。 
お国事情の差をヌキにすれば同じ意味のことを指したつもりです。要するに米国での原義
missionを日本流では jobにアレンジしたとでも申しましょうか。 
 
(English expression ver.) 
“Say stop, it`s our mission!!” 
 
“Never touch from the first is the best taking way even if it looks like very convenient useful 
for hi performance job or life. 
Or dynamite, or nuclear power, or like a pc mobile phone, or AI the same. 
Sooner or later, bad will holders turn them to remake bomb, atomic bomb, or force to 
servant under i-phone, or AI, human as brainless guys, the final story.” 
“It`s we never can reach, answer. While noticing bad aspects, but without them life we never 
can imagine any more. Profit first, bad influence put aside, the real!!” 
“before it happens, to stop touching any way and to put a distance to them is only the way 



avoiding the great mis taking, I think Even if they tempt how they are convenient to 
customers, even if they tempt how much money easily and quickly earnings profits, it`s 
better to reject their offering. It`s very hi bottle neck, so narrow and so difficult for passing. 
Why I reach to hold such a opinion, because of my 2 or 3 days` experience of body condition 
getting down from so much fatigue. 
According to my calculation,  
Within previous  3 months average extra hours 340h. and regular working hours 1 month 
250h. then, I month total working hours 590h. by counting regular working days 25, 1 day 
working time 23.6h. But my working day in actual 30days 1 month, from it 590h/30days= 
1day 19.6h. the left 24h-19.6h=4h, during, to cook, to eat, to take a shower, to commute by 
bicycle, and sleeping be required. It might be impossible. Sleeping time hours under 2 h 
might be in actual. Almost dead situation, from unbelievable fatigue, washed out situation. 
But on opposite, AI worker no link extra hours score higher and higher which is cause of 
fatigue, from fatigue human error which so many times on me happing is nothing unless 
battery charge forgotten. Sleeping time zero condition they are acceptable, no complaining, 
if it so, it`s natural flow of AI chosen. Addon, no need pay salary.  
In the case of woman, AI Dutch wife will be chosen, because human wife is very noisy and 
trouble some vs, AI wife, very hi skill on the bed tech, and saying and behavior very 
attractive for men, which man take? It`s obvious.  
And at the final, husband will get fired from working place, madam will divorce or get 
divorced from husband, in any case, couple will be separated. On opposite AI Dutch wife 
sooner or later will get ability of baby born, and alternatively will get wife position.  
If it turn to real, even that Dutch wife will copy former wife behavior, from it the husband 
eternally under wife`s servant position, only the way left. 
Taking anyway, from now standing point, put far distance from it , if never can do it, no  
countable, over our imagination, bad surprised one happening will wait for us, I guess except 
tis imagination. 
Before such the worst case will happen, to get away position of easily touching, to put far 
distance, even if their offer so attractive, on consumer side looks very convenient, on 
production side very hi performing, if we forget it, it`s too late result will come. Regret no 
useful after collapse. At one glancing not only current now in front of us but also glancing at 
in future invited result, totally grabbing get required. Profit to flat, never picking eat up 
future demand. 
Only 10 years ago collapse experience get forgotten, the world now. Because of so busy 
waves coming continuously, no intervals.  
For against it or avoiding it, only the way is trying to resolve complicated question silently, 



honestly, continuously keeping.“ 
“But in such case, no one hear of it, and at the first they will against, and shouting it`s no 
reasonable holding against science proceeding!! Bater, bad previous sample staying only or 
not, they get shouted, the possibility you turn to hold?.” 
“The problem just here inside. Against it, according to my opinion, what get invited from 
them at now the world, from science, technology jumping proceeding up? 
Until now, by such saying, from general concept, from previous sample weighted custom, at 
one glance correct opinion, from them, focusing out, the result just now in front of us 
staying or not? 
“Such false academician all the guys were appealing only the possibility of getting popularity 
behavior, but for after coming result, no take responsibility behavior keeping silently.  
From the result, they are merely hi skill scammer the same. 
Perfect betrayer itself. 
Simply saying, it`s useful for getting hi position or not useful, the calculating only. 
But outlook surface to take the behavior of “all for you”, on opposite behind secret face 
betrayer`s one. no have done for future our planet, our human being useful activity anything, 
the fact or not, very doubtful from my perspective. 
Standing under this counting, “never touch, later poison will run inside body!! lost life.” 
Even if get disliked or something like that, throw them off away,!! 
After like that have done it, if to me asked “is it bad sample remained?”, at the time again, 
“all case by case, let`s start discussing from grand line.” The all or not? 
On summarized, saying contents from own profit, popularity getting or from sincerely 
concern to our future keeping, just only the difference. If it`s the later one, don`t you think 
it worthy of hearing?” 
“Stop it anymore, I recommend. If not stop, from 1984 the world, hit man will come for you 
hunting!! seriously!!” 
 
  



2024/4/3 
3rd April 24 

(Japanese expression ver.) 

「飼い犬に手を噛まれたと言いたい訳？」 
(English expression ver.) 

"was bitten by own dog you feed, you want to say?" 
 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「飼い犬に手を噛まれたと言いたい訳？」 
 
「自分の管理下に置ける。コントロールできる。不測の事態を避けられるし、ふかす事も
抑える事も出来る。 
という訳で、人間は自然に関して言えば、人工降雨だの遺伝子組み換えだのを作り出して
己の都合のいいように作り変えたり抑え込んだり、一方仕事で言えば、己が仕事をふかす
ために AI を開発した。 
当然その時点での発想は人間が主役で、自然も AI もその配下に収める従属物でしかない
はずだった。 
が、♬庇を貸して母屋を取られる♬が如くに、いつの間にか主客逆転なのが今、なのでは
なかろうか？」 
「AI は兎も角、自然なんてそうも簡単に手懐けられる代物じゃないよね」 
「そう。以前は「自然様のお力を借りる」とか「拝借する」とか、人間もお力を借りた後
だとか拝借した後には、お礼を申し上げたり、一時拝借したものを事が成就した後に元に
戻したりして意外と謙虚だったんだが、最近じゃ「月末までにこれだけ売上ないといけな
いんだから、何とか月末まで、雨が降らないようにしてよ」とかになって、それを耳にし
た輩が、「こりゃ大ニーズだ。ビジネスチャンスだ」と見做して、自然を道具とか、手下
扱いし始めた。 
ちょっと違うかもしれないが、店の看板が目立つように公道の街路樹を勝手に切り倒すよ



うな行為が目立ち始めた」 
「そういう方面から言われると分らないでもない気もするけど」 
「中にはかつて繁栄し、その後絶滅した生き物の凍土内の氷漬け遺体から遺伝子を取り出
して培養し、その絶滅した生き物を現代に蘇らせようというような動きまで出て来た」 
「其れって、欲からというより科学者の好奇心からじゃないの？」 
「兎に角いずれの場合にも、或能力を得ると、それを過信して、何でもできるような気に
なる傾向があるにはあるが、そこ迄なら未だしも、その先、どうせなら何でも自分の都合
に合う様に作り変えちゃえ、って言うのはどうかと思う訳よ。 
本来雨が降るべきところで降らない。表ではマンモスが闊歩している。異常にデカイかぼ
ちゃが畑にごろごろ転がっている。初め違和感を覚えた人たちも、その内段々慣れて来て、
果てには「そうじゃないと困るのよね」みたいになっちゃっている。 
そのうち妙なものに作り変えられたり、眠りを邪魔された輩たちが「なんじゃこりゃ」と
怒り心頭に発して逆襲してくるような気がしないでもない。 
それでも人間はすでに手懐けたはずの飼い犬から手を噛まれたような気分にしかならず、
その「裏切り行為」に逆切れしたりするかも」 
「その考え方や指向性が今の異常気象の大元で、そんな事をしておきながら、その人々の
反応は後者だっていう訳？じゃ、AI に関しては？大元は何で、そんな事をしておきながら、
その人々の反応はどうなの？」 
「仮に、の話だが、ある社員が残業したくないし、変な文章出して上司やお客さんに馬鹿
にされたり笑われたりするの嫌だからって、チャット GPT みたいな生成 AI を使って書類
作成したが最後、もうそれなしでは済まなくなる。手間は省けるわ、褒められるわ、でイ
イことづくめ。 
「是っきりボタンでラクチンホイホイするのに、いいものめっけ」で油断満載。 
それに、どうせ俺の仕事効率アップの道具に過ぎないし、って思っていたのがいつの間に
か主客逆転。生成 AI の方がご主人様より遥かに能力高いから、行った先でご主人様はお
払い箱。だって上司の方だって、その内、人間に払っている給料だとか与えている休暇だ
とか、与えている割に文句の多い事だとかに嫌気がさすだろうから。 
結局、何と自分自身が「効率化」されちゃう訳よ。 
で、首になった後、お金がなくて家に籠っていたら、実の母親から詐欺電話がかかってき
たりする。実の母親って、生成 AI が作り出した合成音声なんだけど、最早見分け、とい
うか聴き分けが出来ないほど、精巧に音声コピーされている。イントネーションとか、過
去の秘談とかもちゃんと弁えていて。 
こっちもやっぱりそれ迄の、自分の依存心満載、棚に上げて、大泣きするか、ブンむくれ
るかする。 
何れ両者とも我田引水に挙句に自業自得の貧乏くじ。 
人間はいつもいい処取りで未来を描き、現実は悪い処取りで、やって来る。そのギャップ



の結果が今日の世界成れの果て遺産」 
「ウ、そういういい方されるとなんだかオヤジが AI ヒューマノイドに見えた来た。 
俺の目の前に居るオヤジって、本当に俺のオヤジ？ 
今日なんかマトモ過ぎていつものおバカな姿との間に、ギャップとか違和感、感じるから」 
「てな事も起り得る。当然四六時中疑心暗鬼にもなる。そして…」 
「わかった。分かったから今日はここいらで、止めてチョ」 
「ムスコサン、止めて、チョンマゲ結う之事アルカ？ナンデ？」 
「…」 
「…」 
「論理一辺倒の AI すり抜け対策アルマンネンカ？」 
「…」 
「見たくない、聴きたくないものは無い事にする。そして見て見ぬ振り、聴いて聞かぬ振
りをするか、口をつぐむ。それが俺をも含めた我々人間の特性だ。 
特に自然災害に関しては、警告を不意打ちだと名付けて逆恨みする。 
AI についても、コリャ下克上だ。謀反だと大騒ぎする、が、時すでに遅し。後の祭りだ。 
何度繰り返しても変わらないな。性懲りもない我々は。直ぐに歴史の教えを忘れる。のど
元過ぎれば、直ぐに熱さを忘れる」 
 
 
(English expression ver.) 
"was betrayed, you want to say?" 
 
"They can put them under their watching. Can control them. Cam avoid from suddenly 
happening uncountable ones, or can boost or can save the around power. 
From it, human, concerning to nature field, created, for the examples of artificial rain, 
(artificial modified) genetic recombination, sometime remaking for matching our 
conveniences, sometime saving them. Otherwise concerning to jobs, human developed for 
boosting own side performance hi up.  
Sure at the time from human perspective starting that human was main position, others, 
nature and AI were counted as a sub, side one.  
But like a, ♬to lend under roof space for para-rain, at the final, all house be stolen♬, main, 
sub, got reversed, such situation is happening just at now or not, might be." 
"Once AI, to put it aside, nature, we we never can so easily control, the one." 
" Yes. That`s right. Former human, for nature, humble, modest behavior taking. For the 
example, or to appreciate for nature or to put the lent one from nature  back to original place. 
Otherwise recently or especially nowadays, own convenience first behavior taking, for the 



example, "even though by the end of this month such amount I was commanded sales up, 
make rain stop!!", at the time some one inspirating "Ax, it`s a big needs for business chance 
grabbing, then got realized, from it, they treating nature as a business tool or their servant 
position.  
This one below little bit out of hit the point, that for sign board panel of the factory shop 
clearly seeing from passersby, on the street public trees in front of the place cut them all off, 
the similar with might be. The such one, obvious turn to be nowadays." 
"From such side saying, not so far my sense, I might can count it." 
"Above of the all, in the past time walking on land with marching parade mode, after it, 
destroyed, the creature `s a genetic piece taking out from frozen iced dead body, trial to 
revive the lost creature in current our world, the trial coming out here. " 
"It`s not from businessman spirit but from scientist curiosity, don`t you!?" 
"Any case taking, we have tendency that at the time of new ability getting, regarding own to 
be super mighty, within that, I can understand it, but to remake anything to match own 
convenience is looked like over running stance. 
"Originally at the time of rain falling, no rain falling. Outside on the street Mammoths 
marching parade. On the farm field huge size pumpkins laying here and there so many. 
The guys who at the first feeling strange, sooner or later turning to be familiar with such 
situation, and some of them might be saying against it vasa versa, "Not" is troublesome for 
me. Return it to previous condition!!" like this happenings.  
From my guess, in near future these creatures which were transformed, or disturbed their 
sleeping, will come for return match!!" 
Despite of above situation, human only have a sense of a bitten from own dog human 
feeding, vasa versa might be holding unreasonable reversed mind.  
"Such human original perspective and tendency is the cause of all on the bottom, despite of 
the cause of it, human reaction is the later part of above, you want to say? Then a in the case 
of AI, to put the same question on it?" 
"Tentative story, some staff in some company, who no hope extra hours work and no hope to 
bitten by boss or by customers from so many mis holding documents offering, then a from it, 
the staff using AI support, once only mind, but it`s his final honey trapped one. He never 
can escape from it , never can hand it out because without effort, addon getting praised, it`s 
perfect performance, he will count it, maybe. Over to be loosen.  
And anyway taking, AI is merely one of tools for my job performance up only, such 
perspective holding, but unknown period, main, sub reversed. AI overtaking human staff. 
Because concerning to skill level, AI is so far hi level performance. From it human staff will 
get fired and AI will get left. 



Addon on boss side, no requiring salary, no requiring holidays, less complaining AI is perfect 
performance-r, on his eyes shown maybe.    
At the final, AI using as a tool human staff himself is judged by performance. 
And after lost job, staying inside rental room, from "mother in blood" scamming phone 
coming.  
Above "mother in blood" means "almost perfect copied looks like mother in blood" by AI 
phone, voice tone, intonation copied, and even in the past time secret between mother in 
blood, knowing, the one. 
On this hand also, human, until over depending on others mind, to put it aside, or big crying, 
or like s kid behavior taking against it. 
Above both stories, nature matter, AI matter, it`s from me first, but out of target lotto left, 
only. 
Human always imagine own future by the best for own stories coupled, vasa versa a real 
coming as the worst couped one to beside human. This gap is our world poor presence 
now." 
"Oops, ugh, with saying such, it turning to that you look like AI humanoid dad!! Are you real 
dad in front of me now?  
Because of that today`s you are too much serious, perfect different from commodity stupid 
dad, difference!!" 
"Sure that such events can happen. Any time without intervals, holding doubtful, suspicious 
mind, always bad tension hi up. Addon…" 
"Ok, ok, enough, already full occupied. Then a, please stop until here!! Damn Dambo!!" 
"Musuko son, Stop Dambo!? What? Mammoth? Dambo? Which dancing parade on 
street!?" 
"…" 
"…" 
"Is that dancing parade, against logic only AI operation or not!?" 
"…" 
"No hope to see, no hope to hear of, to put it as turn to be no count. What to see, what 
pretend to no see, what to hear of, what pretend to no hear, to shut moth all. It`s, me 
included, our human characteristics.  
Especially concerning to nature hazard, we count not the warning caution signal but as a no 
pre. announce attacks, with shouting "betray, dirty way!!" 
Concerning to AI matter, "under position hit hi position" or "coup de tat" shouting with. But 
it`s too late to be in time. 
So many times repeated but always forget wisdom from history. Heat, after passing through 



a throat, we always forget heat is(has been) danger." 
  



2024/4/6 
6th April 24 

(Japanese expression ver.) 

「数は今迄、数々あれど…」 
(English expression ver.) 

"Numerals, until now, so many lots of, we have had…" 
 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「数は今迄、数々あれど…」 
 
「数を追うからおかしくなる。規模を追うから妙な事をしでかす。選挙の票は頭数だ。中
身は問わないから員数合わせで買収が起る。「数」争奪戦であるシェア取り合戦から、安
売りが始まり、期初見掛けコストダウン目的の過剰生産から不要なもの（売れ残りの山）
が作り出される。軍隊は兵員数、国は人口数を競うが、大きくなればなるほど、血流が悪
くなって、内部崩壊を起こしやすくなる。敵や他国に対しては一見強く見えるだろうが、
内実は四分五裂状態。椅子取りゲーム宜しく、足の引っ張り合いが始まっている筈だ。 
数を追うと三つの D が発生する。打算 (DASAN=pre-counting for own)、妥協
(DAKYO=compromising for own)、堕落(DARAKU=no follow after fact but follow with 
own convenience)の３Dだ。或いは 3U だ。嘘（USO-lie）、上辺だけ（UWABE=outlook）、
裏切り（URAGIRI＝behind, life line cut）とも言える。 
もう数を追う世界、規模の世界には手垢が付き過ぎた。長い人類の歴史の惰性から今迄続
いてきたのだろうが、もうそろそろやめた方がいい。幾ら何でも新鮮味が何処にもない」 
「と言われてもねぇ。当面代替案、皆無な訳だし」 
「山高ければ谷深し。だからイケイケドンドンの時こそ、売上は抑えた方がいい。谷と言
っても本当はイケイケドンドンに行く前の水準に迄しか売上が落ち込んでいない場合でも、
心理的には奈落の底に墜ちた気分になっているから、妙な事をしでかしたり、ヤケになっ
たりして再起のチャンスをのがしかねない。再起のチャンスを逸すれば、持続可能性まで
手が届かなくなる。その点、好調な時ですらあまり売上を追わなければ、少なくとも心理



的ショックは回避できる。 
期末セールで値引きした後の反動で、翌期の初っ端は売り上げが大幅に落ちるのは、決算
セール後に値上げした（値戻しした）価格―通常実売価格の差分が譬え 0 であっても、値
引き価格－通常価格の差が、顧客に想像以上値上がりした印象を与え、購買意欲をそぐこ
とになる事例を見ても其れは想像に難くなかろう」 
「でも、書き入れ時に乗り遅れちゃまずい、セール中に買わないと損をするって言う心理
も又ある訳でしょう？」 
「其れこそまさに「目の前にぶら下がった人参」だよ。フィッシングの常套手段だ。苦し
い時程、付け入る隙が増える。なぜなら苦しい時程藁をも掴む心理になって、隙だらけに
なるからだ」 
「自分を馬扱いされたら、ゼッタイにみんな嫌な気分になって誰も耳を貸さないと思うヨ」 
「成長を第一に取るか、持続可能性を第一に取るかの差だよ。世の中流行りで、いとも簡
単に「わが社は持続可能性追求企業」なんて言っているが、成長指向を捨てる位の、相当
な覚悟がいるって言う事に全く気付いていないで、ワーワー言っているだけの様な気がし
ないでもないのよ」 
「原資を今使わずに将来の為にストックして置けっていう事、言いたいの？以前のオヤジ、
そんなこと言っていたような気もするから」 
「今の企業は表向き、「わが社は社員第一の企業で御座います」なんていっているが、儲
けた金を内部留保に回し、当の社員には思ったほど分配していない。 
是は完全な二枚舌だ。「会社の成長、社員は道具。で、使い捨て」だ。 
本来なら成長を敢えて追わない中、苦しい台所事情の中でも社員に投資。 
嵐が去った後も、其の社員投資を続ける。 
それ(人への投資)が（会社、社会の）持続可能性の筆頭条件だと俺は思うんだけどね。 
スタートアップで一気に駆け上がることが、よくお手本として推奨されるが、あんなの直
ぐに失速して墜ちるわ。 
助走は地味覚悟で入念に行い、ケーススタディやトレーニングを重ねる。 
踏み固める様にして叩いてあぶく抜きをし、足腰のバネを養う。 
そして不測の変動幅を自力内に収め事が出来るよう実力を培い、出来るだけ長く走れるよ
うにする。それが持続可能性の様な気がするんだが」 
「シャチョ、シャチョのお経、居眠りするにはちょうどいい子守唄之事アル。ちょっと昼
下がりに中休み利用してお昼寝する之事アリマスマンネン」 
「お前、鶴は千年、亀は万年的に長生きするよ」 
「有難うごじゃいます」 
「イヤミ通じない、鉄壁マインドだなぁ、お前」 
 
 



(English expression ver.) 
"Numerals, until now, so many lots of,  we have had…" 
 
"Crazy will come from tracking(following) after quantity. Taking strange, curved, dummy, 
faky, foxy behavior will come from tracking (following) after scale. 
Election vote tickets are quantity of habitants heads, counting the same. As no requiring 
contents level inside head, politicians buy tickets under the table secretly for own. Battle of 
sales share% winning invites bargain sale, such discount invites cost down, for initialize 
period cos down, it force quantity up, mass production. As a result mount of waste scrapped 
will be left.  
On military(army, navy, air force)concerning to quantity of soldiers, on nations concerning 
to quantity of population, competing with others. From outside watching it looks like very 
strong, but vasa versa inside them, not one bind but to separated so many groups, and to 
each other putting distance and joining in game of chair seat taking, occupying first. 
In the case of tracking(following) after quantity, 3"own" will happen(it`ll cause 3 "own")  
(1) pre-counting for own, (2)compromising for own, (3)no follow after fact but follow with 
own convenience)３"own". Or "lol" will happen, (1)lie, (2)outlook only, (3)behind, life line 
cut, secretly. Totally "Only own, lol". 
Already the world under which we were forced tracking quantity, hunting scales has been 
put over times hand touching on it. It might be caused from so long time human history`s 
stamping, it`s the time to quit from own side, I think. Because perfectly no fresh!!" 
"But, no other option." 
"Mountain hi, valley deep. From it, it`s better to rather save sales hi up even during period 
of marching parade on. 
Despite of that we call it "valley", however, so in many cases, merely to return to just before 
marching parade period coming level the same, returning only, but on mind inside, sales 
down shock is much more boosted by phycology, to get in panic, brain inside confused, from 
them something like it, that`ll cause recovery chance lost, might be. We never can reach to 
"sustainability", if recovery chance lost. At this point glancing , not so eager tracking sales 
up while under market condition well running, at least on phycological aspect, shock can be 
avoided, absorbed." 
"But within period of market well running, no get quantity is very problem, low price 
bargain sale which from mass production, quantity first invited, customer no hope to mis, 
both mind also real and actual is." 
"It`s just like a, "carrot in front of horse", "candy in front of kid" the same. It`s typical 
fishing way. 



Under as hard as time, their attacking chances increasing because under hard time, we are 
falling into almost blind mode.” 
"If own is treated as a horse or kid, no one feels comfortable, then no one l9stning to you, 
maybe." 
"To take a growth first or to take a sustainability first, between them, such difference only. 
Under current nowadays influence, so easily less thinking, to appeal without hesitation but 
with loud voice, "our company is aiming sustainability company!!", however they no notice 
taking sustainability concept means throwing growth concept away, the same, such decision 
get required, the same, no noticing." 
"Money stock, use not now, but stock it to use money in future, you want say? Former on my 
memory, you said so, perhaps." 
"Current companies on one hand, as an outlook face appeal "our company motto is our staffs 
first" but on the other hand in actual while profit keeping inside money box, as a salary not 
so much profit providing to staffs, the real.  
It`s perfect double tongue. "company growth, staffs just once tools for it." Like a. 
In original pattern, while under no tracking growth of company profit, then a, despite of 
under the very hard situation of holding few profit, however, to invest onto staffs` growing. 
And after storm left away, onto staffs, human growing up investment keeping. 
Such onto staffs, human investing, I count it`s top of condition for sustainability to future. 
In the case of telling about start-up, at once rushing into top speed, and getting hi up is 
recommended, but from my guess, vasa versa, after over top, at once speed down and falling, 
dropping out, I guess. 
 To well have done it, the taken back prep. training, despite of looks like non stylish for 
arounds eyes, however, accepting it, yes, to have done case studies, trainings, putting on and 
on. 
For vacuuming waste bubbles out, condensing under foot the land by repeatedly pressing, 
stepping. And stocking actual power own inside. 
For that own can control uncountable, no forecast volatility under within own ability, trying  
to feed actual power level up. From it,  to make as long as possible going forward, is 
sustainability, I guess." 
"Boss, boss` monk talk show is very goof for my under afternoon siesta time taking (short 
sleeping time taking). By using interval 2hours rest time, will have siesta!! " 
"Ax you, Nepa-chan, "well sleeping kindergarten kid, can grow up so hi quickly"!!" 
"Thank you so much, Sir!!" 
"Oops, perfectly no feel my hidden irony attacking any more,  you!! iron wall holder, you!!"" 
  



2024/4/7 
7th April 24 

(Japanese expression ver.) 

「アタマ、割れソ@@;」 
(English expression ver.)I 

"Brain, almost broken＠＠;" 
 

@@;  

 
(Japanese expression ver.) 
「アタマ、割れソ@@;」 
 
「AI が浸透するようになって一番、割を食うのはホワイトカラーだろうな。高学歴高収入
の所謂インテリ層だ。 
能力は断然 AI の方が上だし、AI はインテリ然と(ジェント)した輩みたいに変な小理屈も
謂わないし。 
その内、今あるビジネス専門学校だとか、下手をすると大学なんかもなくなるかもしれな
いな。 
どうせ難関校にやっと入ったって AI に勝てっこないと分ったら、ムリして迄行こうとす
る奴も、高いお金を出す親も皆無になっちゃうんじゃないの？ 
東大も、ハーバート大も、ケンブリッジ大も消えてなくなっちゃうカモヨ」 
「じゃぁ、受験産業もきえちゃうんだろうね」 
「ホワイトカラーとブルーカラーの間みたいなエンジニアも消えちゃうだろうな。 
AI は残業、無理難題、へっちゃらだし。 
AI を開発したエンジニアだっていらなくなっちゃうカモヨ。 
AI 開発で年俸 4500 万なんて言われて、今でこそヘッドハントされているし、された人間
は有頂天になって、生涯その年俸が続くと取らぬ狸の皮算用しているが、世の中、そんな



に甘くはない。 
実態は後 5 年もしたらお払い箱よ。そもそもエンジニアのピークなんて 35 歳が限度よ。 
だから一時、4500 万円 x5 年=2 億 2500 万円貰ったとしても、その後収入 0 だとすると、
労働可能年数を仮に 45 年だと仮定して弾いてみれば、2 億 2500 万円÷45 年=年俸 500 万
円に過ぎないことになる。 
要するに給料の先食い、生涯賃金前払い受けたようなもんなのよ。 
年俸 500 万円なんて現在のホワイトカラーの中に山ほどいるじゃないのよ」 
「そういや、大学教授も人気、塾講師も相当高給取りだから、AI 進出でお払い箱になった
ら、ドエライ目に遭うよね」 
「両者とも口先ばかりで体力なさそうだから、肉体労働も無理だろうし、其れよりなによ
り嘗ての栄光、プライドが邪魔をして何処にも就職口、見つからんだろうしな」 
「其れでオヤジは盛んに手に職をつけろって言ってた訳かぁ。 
でもトラックだって自動運転になるし、倉庫、物流だって完全ロボット化だし、手に職も
ったブルーカラーだってヤバいんじゃないの？」 
「AI が狙うのは、宣伝効果の高い国宝級の技芸のコピーか、今一番人手不足が騒がれてい
る、人間に全く人気のない長時間単純労働が主で、逆にその中間の、ソコソコ技芸が要っ
て、完全に単純でもない分野への進出が、一番後回しだろうな。 
AI というか現在その雇い主の人間の視点からすると。確かに時間稼ぎでしかないのだが、
それでも直撃を受けるホワイトカラーの惨状よりはまだましだろうし、対策を建てる時間
的ゆとりも多少ある」 
「で、対策なんて立てられるの？ 
AI だって、其処に「未だ草刈り場がある」って気付けば、早いんじゃないの？草刈り」 
「確かに。当然ながら抜本的な解決策ではない。 
そんなもの未だ見つかっていない」 
「暗（くら～）！！」 
「ムスコサン、クラクラめまいアルカ？山本リンダの「ジンジンさせて」気分アルカ？昼
間からチト、ヤバシビないアルカ？」 
「この二人からのダブルパンチ。アタマ割れソ@@;」 
 
 
(English expression ver.)I 
"Brain, almost broken＠＠;" 
 
"While expanding AI system, the most rank down group might be white color worker group. 
It means hi education history, hi income, knowledge class people. Ability is hyper hi, AI than 
human knowledge class people, and no booing like a, knowledge class dummy ones. 



Sooner or later like business schools might be swept out. perhaps universities might be 
swept out from this world also. 
Taking anyway, joining in hi level university, there by lectured skill perfect not enough to 
get a win against AI skill. If it so, no one, rather, try to join in university and their parent no 
hope to spend hi cost for their children`s education history? maybe. From it, Tokyo 
university, Harbard university, Kenbridge university might be disappeared." 
"Then a, Joining in university exam. Prep. industry also might be disappeared also?" 
"Like a mid of between white color and blue color engineer group also might be disappeared. 
AI over extra works, crazy challenge perfect no problem stance can taking might be. Even AI 
developing engineers might be turning to no need situation. 
Current skillful AI developing engineers nowadays are head-hunt with the salary condition 
of 45000k/ year, and from so hi salary condition offered and can be kept such series 
payment, that lets their mind flying over beyond moon now. But it`s simply mirage. 
In actual, within later 5 years, they will be in trash box. Engineer`s ability peak is 35 years 
old maximum limit, maybe. 
From it, under tentative condition, ￥45000/y x 5 years=￥225000k total, but from 6th years, 
salary 0, and all through life can work period 45 years, ￥225000k ÷ 45years = ￥5000k/y 
only. It`s very ordinary average level one as a white color worker in Japan 1 year total salary 
condition.  
On summarized, advanced salary first within 5 years, all get, the same." 
"Ax, although professors in university and famous instructors in prep. schools are the same 
as, hi level salary receivers, then a, if AI get expanded, damage of salary down will be so 
strong for them, maybe." 
"Both guys look like only by mouth talker, but few body power, then a, for physical work 
never can be, more over, above the all, so hi pride and in the past time glory disturb new job 
catching, that they never can get new position, maybe." 
"Because of it, dad always have said to get hand skill of blue worker. 
But distributing truck also turn to be automatic driving, in warehouses workers turning to be 
robotics, the main streams nowadays tendency. From this tendency, blue worker position 
also is not safe, don`t you?" 
"AI first target is hi end and low end area. Hi end skill copying is useful for ad effects, and 
low end now condition is perfect lacks of labor power. Vasa versa, mid range zone which is 
not so hi not so low area, will be delayed to become as AI targeting. 
It`s not according AI perspective but according to data input guys, AI owners` perspectives. 
Sure that above is faint level for the time coming to delay only. But at least, this for blue 
color my advice is better rather than by direct hit, white color receiving damage and will stay 



against plan planning time, little bit blue color workers can have."   
"But, you can plan an against plan? 
Even AI side notice that still stay there hunting field, have done it speed is so fast or not? " 
"Sure. Still not yet final answer finding out." 
"Dark!!" 
"Oops, , you already know my dream contents? 
Last night in my dream Darth Vader in star wars movie said to me "Do you want to get in 
Japan famous "Morinaga" brand "dozen chocolate series" inside "dark bitter chocolate?" You 
already know? Why? You can use magic?"  
"From both side double punch!! My brain, almost broken＠＠;" 
  
  



2024/4/8-2 
8th April 24 

(Japanese expression ver.) 

「ＡＩ向き！？」 
(English expression ver.) 

"Just suitable for AI, us!?" 
 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「ＡＩ向き！？」 
 
「でも、そもそも何で AI なんて、のさばり始めたの？」 
「人間がミスを犯すからだ。ミスを犯して責め捲られ、責任も取らされていい加減嫌にな
って自分のアタマで考える事が面倒くさくなったり、自信が持てなくなったからだ。 
色んな価値の入り混じった処ならそうでもなかったろうが、この考え方以外ダメ、此の目
標で、達成方法はこのやり方じゃなきゃダメ、みたいな縛りのキツイ、その価値一辺倒ミ
タイは職場程、AI が入り易かったんじゃないのかな？社員はビビって AI 任せ、上司はそ
の方が断然管理し易いから AI 導入大賛成。で、どんどん入っていく。いろいろな価値観
や、やり方が入り混じった処で、ミスを犯しても其れを寛大に受け止めるようなところで
は、AI とて、一つの個性位の扱いで済んだんじゃないのかね 
あと、今一つの人間側の自信の無さの一つに、人間は主観や自己都合に走り過ぎるきらい
がある事だ。それがためにウマイ言い訳をしたつもりが、却って顧客の反感を買い、袋叩
き似合うケースがママある。その点を含めて上手い言い逃れが出来ないものかと、心中熱
望していたところに AI が来た訳だ。つまり人間は AI の方がクールでより客観的だと無意
識に思っている帰来もある。株の銘柄選定と騰落反転の発生時期予測、詰り順張り、逆張



り開始時期の予測に AI を使おうというのはその典型例と言えるかもしれない。 
しかしよくよく考えてみれば昨今レベルの AI なんて人間のインプットするデータ次第で
自己都合満載判断しか出来ない事も考えられるし、将来、元々人間の脳のメカニズムを参
考に造られた AI が感情すら持ち始めるとすると、より人間化して更に非客観的、自己都
合満載になることも考えられるんだが。 
ま、この部分はどうでもいいな、今日の話の上では」 
「じゃ、その部分は割愛するとして、本論の、おいしい話があると直ぐに飛びつく傾向や、
横並び一丸、金太郎飴的体質の我が国なんて、AI 化率、周回遅れ気味の今であっても、そ
の内、怒涛の快進撃、一億、火の玉となって、あっちを見ても AI、こっちを見ても AI だ
らけ、いずれ AI 浸透化率、全世界トップに躍り出ちゃいそうだよね。 
えっさかもっさか、並みいる♬本命、穴馬、掻き分けてぇ、走れ、走れ、こうたろう♬み
たいな状況が、いずれ現出しそうだよねぇ」 
「その辺、国民心理に精通しているお役所は、放っておいても AI 化率は、追っかけ自動
的にアップすると読んではいるものの、選挙第一の政治家サイドの方から、さはさりなが
ら選挙対策上、補助金でもつけない事には票にならないからとせっつかれて、無駄金だと
は知りつつも、魚心あれば水心アリのお役所幹部連は AI 対策補助金付ける訳よ。 
国民諸氏はその舞台裏の端折り部分を精査しないまま「AI に補助金が付く、やれ、それ一
儲けのチャンスだ」と飛びつく。 
ウ、話がずれっぱなしだ、な。 
基。 
ま、いずれにせよ、今迄その一丸体質がいい方向、例えばユダヤの商人より並みの日本人
ビジネスマンが一致団結した方が遥かに強力だ、とかに出てきたが、是からの世の中は、
其れが却って仇（足枷＝縛り、邪魔）となるかもしれんな。 
コロナ禍で、外国じゃ、並び順の後先を巡って取っ組み合いの喧嘩が起きているニュース
が流れたが、それに比べて我が国では整斉と順番を待つ姿が同時に世界に流れて「流石、
ジャパン」なんて囃し立てていたし、我が国国民もそれを「識字率ほぼ 100%の高度な教
育普及のおかげで、民度が高い」と誇らしげにしておったが、何のことはない、人の批判
目線怖れて、蛇に睨まれた蛙が如き、金縛りにあったも同然だったに過ぎないような気も
するんだけどね。 
要するに国から頼まれもしないのに、国民間に拡がる、我々、周りと同じじゃない奴は許
さん、的な、相互監視(マスク警察)社会。そのネットワーク・システム、フル作動だった
んじゃないのかなって。それが行儀良さの正体だとすれば、これはもう、スタートアップ
なんかに際しては、足かせ以外の何物でもなかろうに」 
「メチャ、意地悪な見方。もっと素直な見方をなさいよ」 
「俺も我が国国民の端くれ。お家芸である「意地悪な見方」「裏読み大合戦しまくり」で
「イマイチ、素直になれない」のも止むをえまい」 



「シャチョ、意地悪ってシャチョがよくいっている「いけずぅ」之事アルカ？」 
「うむ。その手があったか。 
今宵は生け簀（いけす）に飼っている鯉を「洗い」にして一杯やるか。 
うん、そうだ、そうだ、そうしよう」 
「シャチョ、ウイスキーをソーダ（そうだ）で割るマンネンカ？それもいいかもしれんね
ぇ」 
「そうか。成程。 
外国人は会話に於いて意味優先より音優先という事やもしれぬなぁ。 
文法構造の違いより、こっちの方が遥かに深い、深層心理であろう。フムフム」 
 
 
(English expression ver.) 
"Just suitable for AI, us!?" 
 
"Anyway, why AI so widely get expanded, occupied in our human society?" 
"Because we human so easily taking mis, judging mis, human errors so commodity (level) 
natural. 
From above, human feel troublesome own thinking or get lost own confidence by which they 
were bashed and forced to take responsibilities. 
If the working place was several perspectives mixed one, such not might be happening. But 
in the case of working place tendency was only one perspective permitted one, such working 
place easily turned to be AI target. Because staffs have become to all depend on AI from fear 
of mis. And upper side of them was sure to accept AI system from well controlling staffs. As 
a result AI rushing into working place and expanding inside more and more, faster and 
faster. 
At the working place where several perspectives was mixed and tolerant acceptable for mis, 
even AI, they might be counting it as one of rare identities. 
And as an addon one, as one of human getting lost own confidence aspect. Human has 
typical tendency of being subjective, my convenience first perspective rushing into. From 
this tendency, while on as a pre-planning step, it looed like well explanation, but in actual, 
rather, hit the anger point of customers, site get burn up accident, so sometimes get 
happened. 
While including this point, something well method can`t we get secretly from own bottom 
of mind, with eager request, just at the timing, AI has come out!! human side counts it AI is 
more cool, more objective then emotional human, such tendency we unconsciously take to 
intend of. It might be typical sample to use AI for selection of stock brand or price turn to up, 



turn to down timing, for such forecast using. 
But from well have done thinking, current AI level is simply influenced from human side 
data input way as it like, in the future AI while having human emotion will turn to be more 
subjective, more emotional because of AI original prototype got made from copying of  
(aiming for) human circuit function inside human organ brain. 
Anyway, this part is not relevant to today`s story subject." 
"Then a, first, cutting this part off, on the main story topic, like a, candy in front of kid, at 
once handing, one should be the same for all, such tendency holder, our country people, 
even if AI expansion ratio, one round track so far behind that no need concern because all 
the same is the best, according to such concept all people holding from our childhood 
educated. Unknown period, we will standing top runner position in the world, of AI 
expansion ratio!!" 
"Anyway, in the past time until now, it had counted strong weapon, for the example, 
ordinary level Japanese business man at the time of while one binding, stronger rather than 
famous professional merchant Jew, such hidden talks there, but from now later, it might turn 
to be, rather, heavy weight for going forward, for us Japanese. 
Under covid-19, a foreign news sent the scene on which, about the turn of which is correct. 
You behind me, me behind you, concerning to the trouble, fighting had started, the scene 
was sent to us, against it, vasa versa in Japan even under covid-19 situation, as a normal, 
neatly organized line until own turn coming, to keep silently, sent out to the world as a news.  
"Ax, great Japanese people, excellent behaviors!!" such praising comments be sent from the 
world. On our Japanese people side for such praised, while feeling comfortable, saying that 
from education expansion, ratio so hi, our national people behavior level so hi can be, can 
keep. 
But it`s in the fact, from holding fear by other ones` eye beams monitoring, like a frog from 
whom snake glaring at, almost the same freeze mode, looks like, might be. 
On summarized, from gov. less request to national people, however from national people 
own side, to put a to each other monitoring system in our society. For the example under 
covid-19 situation, facial mask wearing or not, our calling way, "mask checking police" which 
means the same us or not checking. If the target out of "correct" zone standing, bashing!! 
Above Japanese good behavior might be invited to, from such eyes escaping. If it so, this 
over monitoring is perfect trouble maker fence for start-up teams or start-up timing. 
, might be, I guess." 
"very envy curved perspective. I recommend you to get more natural perspective!!" 
"oops, I`m one of our nation`s people. Then a, it`s typical behavior, "envy", From it, I never 
can take straight natural behavior!!" 



"Boss, why you put here, " boys be "ambitious"!? From dr. Clerk in Japan in Meiji era? 
Which ambition?, boss!!" 
"Ax, yes. 
 For foreigners, on conversation, point of words sounds is far superior rather than meaning 
of words holding, for the example here, envy=ambi(tious) rather than ambitious = 
aggressive, challengeable. It might be more important deep point that grammar correct. 
Hum, hum."   
  
  



2024/4/9 
9th April 24 

(Japanese expression ver.) 

「見落としはないか？再度、要チェック！？」 
(English expression ver.) 

"Less checking or not, once more check, should have done it, 

more!?" 
 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「見落としはないか？再度、要チェック！？」 
 
「何か我々は重大な勘違いをしている様な気がしてならない。何か大切なものを見落とし
ている気がする。其れに気付かない儘で居ると、ある日突然、全部が消えてなくなってい
る様な恐怖感が常にあって困る」 
「それって「我々は」じゃなくて「オヤジ一人が」じゃないの？外れ捲って、独りズッコ
ケしている、とか。ある日突然の恐怖感て、前お母さんがある日突然家出した時の事、指
してんじゃないの？」 
「うっせぇ。恐怖感というより「あの時、気付くチャンスがあったのに、気付こうと思え
ば気付けた、もっと深彫りしていれば気付けたのに、みすみすそのチャンスを逃してしま
った」というような「後悔先に立たず」感とでもいおうか、隔靴掻痒の口惜しさ（もどか
しさ） とでもいおうか、その取り逃がしのドジを踏むことに対する恐れ之事なのよ。 
基。 
話が分からなくなった。 
あ、そうだ。では再開する。 
意識に登っている範囲じゃなくて、それ以前、もっと奥深い、無意識界でもう既に掛け違



ってしまっている。既に、その勘違いが始まっているのだとしたら、その上に成り立って
いる意識界の構築物全てが揺らいでしまう事になる」 
「物騒な事、言わないでよ。未だしも母さんの家出の方が可愛いジャンよ。 
それはさて置き、でも、母さんの家出とは比べるべくもない、その無意識界で既に起きて
しまった「掛け違い」ってなんなのよ、具体的には」 
「無意識界の事だから、意識界に暮らしている俺には、はっきりとは分からないが、譬え
て言えば、前にも少し言ったが「人間は万物（全ての生き物）の長である」というのが、
すでにかけ違い、認識の誤謬の元のような」 
「えぇ、おとっつぁん、何考えてんの？自分の言っている事、分ってんの？そこ迄疑って
どうすんのよ」 
「と、そんな反応が出る位、人間は皆、大元から掛け違ってしまっているのかもしれない」 
「ウ、めげない」 
「例えば今の AI というのは、「人類は万物の霊長」だという大前提の元にたって、その最
大中心臓器の「脳」の働きを模して開発された訳だろう。つまり AI というのは「人類は
万物の霊長」という考え方の延長線上に生まれたものな訳だ」 
「増々、何言ってんだか、訳ワカランよ」 
「処がこの大前提である「人類は万物の霊長」を「人類は万物の一種族」と変えてみると
どうなる？」 
「人類、格落ち？」 
「其れは、如何にも人間側の物言いだ。詰り、今の AI というのは人類以外の全てを、あ
る意味捨象した処から始まっているが、それを人間以外の他の万物とのリンクの中に位置
づければ、おのずと今の AI の姿（在り様、基本コンセプト）も変わってくるんじゃない
かなぁって」 
「悪いけど、話をするならもうちょっと分かり易く言ってくれない。ムスコだから、辛抱
強く耳貸しているけど、これが赤の他人様だったら、即、総スカンだわ」 
「わりぃい、わりぃい。ついつい夢中になると、こうなっちゃって。 
じゃ、こう言うのはどう？ 
昔、ナポレオンの妻のジョセフィーヌに、家臣が「人民が、食べるパンがないと騒いでお
りますが」と伝えた処、そのジョセフィーヌは「パンがなければ、お菓子を食べればいい
ではないか」といったとか。詰り、王室（皇室）の中でだけ育つと、彼女の答えは当然そ
うなっちゃう」 
「今の人類がそのジョセフィーヌと同じ位置に居るって事、言いわい訳？」 
「ま、そんな処。更に想像を膨らませれば、今の人類が AI に関してやっている事って、
そのジョセフィーヌが、人々にパンすらない事に思いも至らずに、只管、パンの味とお菓
子の味の洗練をし続けている様な。 
或いは言葉というのはコミュニケーションの一手段であって、コミュニケーションが目的



なら、言葉以外ににもイラストや表や、表情や、ジェスチャー、ハグなんかもあるのに、
其処には全く目が向かずに只管、言語、その中の英語、その中での TOEIC や TOEFL だ
けに目をやって、その狭く混みあった中での優劣に一喜一憂しているような事に、似てい
ない？ 
要するにものスゴク狭い袋小路に入ってしまって全体がみえなくなってしまっている様な。
超近視眼になってしまっている様な」 
「シャチョ、「東映映画と、とうふ、と、袋小路玉三郎と長期金利」って、どういう関係
あるアルカ？我々にも分るよう、詳しく述べよ!!」 
「人類の中でも、インテリ族だけ之話、聞いていればすむっていうもんじゃないっていう
事でもあるのカモ。 
要するに、そもそも長い歴史の選択の果てに立っている今の、大元は何だったんだっけっ
て、疑問を持つ事ヨ。 
もう今じゃ、無条件に良いと思いこんでいる効率化に対しても、言語の扱い方、位置づけ
に対しても、インテリ以外にもいろんなタイプの人が居るんだとかって事にも。分かっ
た？ムスコ君。」 
「ウ、今日の話は其処に繋がる訳かぁ。今日も結構、大技だよなぁ」 
 
 
(English expression ver.) 
"Less checking or not, once more check, should have done it, more!?" 
 
"I strongly feel that we count something wrong as a correct one. I feel something important 
mis the event of catching by eyes, observations. Holding without noticing it, suddenly 
someday all will get lost. Such fear wearing around like that, I feel. It`s my troublesome." 
"Your used word correctly is not "we" but "you dad" own only, don`t you? Always out of 
point, and always slipping out down, reversed, always as usual routine.  
Suddenly someday all will get lost, such fear wearing around means my mom, your wife, 
suddenly left from home off, the matter means or not? A?" 
"Shut up!! Rather than "fear", but more correct explanation about "that fear" is that mis the 
chance for noticing if more observing at the time, for possibility of such regret, the fear or 
pre. fear.  
Reset!! 
Story got complicated, never can be seen trough, once. 
Ax, yes!! Then a, restarting!! 
Watching field is not within can recognize field, but deeper and deeper, low deep hidden 
layer, unrecognizing field inside already might have done a primitive mis. If this tentative is 



correct, all constructures on it established will not be fixed, be collapse, get down at once.” 
"Please no touch such dangerous, terrible core. Rather than it, my mom, your wife leaving 
home off suddenly story is more peaceful. 
Well now, will put it aside, what`s the mis already happened within unconscious field, whose 
level so hi, then never can compare with such tiny level of my mom`s sudden matter. 
Explain to me more concretely." 
"Even though it`s within unconscious field happening, then me who live within conscious 
logical field, from it never can clearly see the whole, if I can use an allegory, already in the 
past time I said, "Human beings is the most superior, top of all creatures", the concept is 
from the first the big mis, might be." 
"Ax, dad, what are you thinking about!? Do you understand what you say!? Until such you 
doubt, later, what should you do!?" 
"The level is such reaction coming out, then a, it looks like from origin, human beings might 
have done a big mis." 
"Oops, never stop returning reply!!" 
"For the example, current AI is blueprinted by copying from human organ brain, while 
standing on the concept on "Human beings is the most superior, top of all creatures", by 
simply saying, according to my opinion, development concept AI, it means the same as be 
standing on extension line of the concept "Human beings is the most superior, top of all 
creatures". 
"More and more, further and further, to get it complicated, to get it jammed, dad!!" 
"But pre. standing for it, the concept " Human beings is the most superior, top of all 
creatures". 
, if we change the left one to like below, 
" Human beings is one of all creatures, only". 
What will happen?" 
"Human beings, rank down?" 
"It`s merely one side human beings` saying way only!! In the other saying, current AI 
developing concept was starting from, except human beings, the point of other creatures cut 
off. But core of this concept, if we change it to "inside the link of between human beings and 
other creatures", automatically current AI developing concept will be returned to the other 
one, I guess." 
"Sorry, dad!! Please break it through, get it down, break it down as possible as I can 
understand, to the level." 
"Sorry, sorry, while falling into me be excited, like this, sorry. 
Then a, like this below, acceptable? 



Below is, 
In the past time Emperor Napoleon`s wife Josephine, to her a officer report that, "People`s 
demonstration, near, here in front of our castle, no bread to eat, we have!!" 
To the officer Josephine replied that, no bread to eat they have, it`s well to eat comforts, 
sweets." Or true or not. 
On summarized, only inside royal society living, it`s natural to be her like replying the 
answer." 
"Current human beings situation, the same as Josephine one, you want to say, dad!?" 
"Almost correct. Addon, to boost imagination further that, what we have done concerning to 
AI, is the same as what Josephine had done concerning to for bread, comforts, sweets, taste 
selection more sharp, looks like or not!?  
Or concerning to words treating way, words using is one of communicating way, if the 
purpose is communicating with others, except using words, other ones stay, for the example, 
illustration, chart, expression on face, behavior, gesture, hug, etc. we have. Despite of it, 
however, no noticing, no paying attention, only looking at from the first words field only, 
within it, learning about English as a language only, and inside it, TOEIC score, TOEFL 
score only, within "so crowded" area competition by score hi or low, concerning to only, very 
similar with current AI treating tendency or not!?" 
"Boss, "so crowded" inside train car, it`s the very lucky chance, come, come. Natural 
attacking by boobs and batts from sexy ones, come, come!!" 
"Inside human society, only listening to knowledge class speaking is enough, is not enough, 
might be, might be. 
On summarized, to hold questions for anything is important, even if for it, in current society, 
it`s counted as a common sense. 
Anyway, already at now, without any condition attaching, sure it`s the well matter, for the 
example here, or for performance up to the highest, or for language is only one 
communication way, or for, except knowledge class, so many types human, there. 
Understand, Musuko son!?" 
"Oops. Today`s story plot is linking to this point, might be. looks like very dynamic closing, 
might be!!" 
  



2024/4/10 
10th April 24 

(Japanese expression ver.) 

「ダメ元日和！？暇つぶし日和！？」 
(English expression ver.) 

"Poverty has no leisure time, reverse,  

To try and error, no problem, common, normal condition!?" 
 

 

 
(Japanese expression ver.) 
「ダメ元日和！？暇つぶし日和！？」 
 
「この前、AI と意識界、無意識界、言い換えれば顕在意識界(かい)と潜在意識界（かい）
の話をした後、もっと怖い事になる可能性に気付いてしまった。ヤバ～」 
「もうやめてよ。今回ばかりは♬昨日かあちゃんと寝た時に、変なところに貝（かい）が
ある。かあちゃんこの貝、何の貝（かい）？坊や、よく聴け、この貝（かい）は、父ちゃ
んが好きな、赤貝（あかがい）さ♬位のおチャラ気で済ましてくれない。辛気臭くなって
気が滅入るから」 
「そうは問屋が卸すかいな。そう簡単には♬櫂繰り（かいぐり）、櫂繰り（かいぐり）、ト
ットの目♬的に済ます（=見落とす、見逃す）わけには参らなぬ」 
「すっげぇ、意気込み（イキ、ゴミ）」 
「では、是から、いささか♬（イテ、コマ）したろぅやんけ♬」 
「シャチョ、ウチのカリー屋も EC コマース（イーシー、コマース＝electric commerce＝
電子商取引市場、プラットフォームの事）に出店するアルカ？」 



「無視。では、始める」 
「勘弁してヨォ～」 
「よんどころなく全て無視。 
人間が今、使っている脳の領域って未だ、脳全体の 10％位なんだそうだ。10％が顕在意識
界、要するにその中でナニが起っているかある程度は把握できる領域。 
一方未だほとんど使われていないのが潜在意識界。是が 90％を占めていて、まだ未使用状
態。 
未使用な訳は、未だ、その中でナニが起っているのか、どう、役に立てられるのかが分っ
ていないからだ。謂わば前人未踏のお宝の山っていう訳よ。 
お宝の山っていう意味は、理屈で考えると何故そんな、損をしてまでと言ったような感情
が出てくるのか、そんな損得勘定を度外視したような意思が出てくるのか分からないけれ
ど、兎に角理性なんか足元にも及ばないほどの爆発的エネルギーが内在しているらしい。
我々が把握しやすい顕在意識領域とて、この潜在意識領域からのエネルギー（指令）で動
かされていて、顕在意識領域の役割は、単にその後から整理をして、理屈付けをしている
に過ぎないという説もあるらしい。 
「らしい」というのは未だ、科学的に証明されていないからだが、昔からよく言われてい
た「火事場のバカ力」とかがそれにあたる様な気がする。この場合は「窮鼠かえって猫を
噛む」要するに追いつめられると、想像以上の力を発揮するという意味だが、なぜそうな
るのかはわかっていない。タダ我々は経験則上、水の入ったボールをグッと押すと、別な
ところから水が勢いよく噴き出す事なんかをイメージして何となく納得しているだけみた
いだけど」 
「で、それが何ヨ」 
「是は俺の「根拠なき完全な推論」だが、過去の雑多な経験から得た、己が直感によれば、
動物や物とのコミュニケーションはこの部分で、論理的にはあり得ない力やエネルギーを
出す元もここから、「急がば回れ」や「損して得取れ」や「大才は袖擦りあうの多生の縁
をも活かす」なんかの、目先の損得勘定から見れば、一見的外れに見える行為の方が却っ
て最終的損益がいいような事もそのたぐいな様な気がする。 
最後の一句は、昼飯で蕎麦屋に入った時、物が出てくるまで退屈でそれとなく見ていた店
の壁に貼ってあった短冊に、そう書いてあったのを許可なく拝借した。 
理屈で考えたり、親や学校からの教えでは「先手必勝、一刻も早く」が常道の処、潜在意
識界に耳を傾けると、大抵真逆の事を言ってくるような気がする」 
「だからそれが、なんだってば」 
「是って今を時めく、AI やマーケティング理論なんかの「先手必勝」「早い者勝ち」だか
らスピード第一の「効率至上主義」が尊重される傾向と正反対だと思わない？ 
で、効率一辺倒、理性の申し子のような AI に勝つには、同じフィールドじゃ勝ち目はな
いから、いっその事、我々人類は、これからこっちの潜在意識界の方に注力した方がいい



んじゃないかなって」 
「じゃ、何も別に怖い話じゃないじゃないのよ」 
「うんにゃ。此処からが怖い話なのよ」 
「！？」 
「詰り、論理パフォーマンスを元に AI がこの潜在意識界をも解明して、己が味方に付け
た場合何が起こるのか？AI と人類の潜在意識領域を巡る熾烈を極める争奪戦。 
その結果、論理に勝る AI に対して、論理にも潜在意識下の情念にも中途半端な立ち位置
しか取れない、我々人類に勝ち目が全くなくなってしまうんじゃないか？っていう仮説を
思いついちゃったことなのよ。おれが♬恐怖のズンドコ♬に陥っちゃった理由は。 
この両方を押さえられたら、もう何も出来んだろうな。 
株で言えば超短期系の空売り空中合戦にも強く、マクロ長期系の巨額投資にも強い。鬼に
金棒状態。当然相手が、よ。おっとり刀の NISA なんて、あっという間に吹き飛ぶ、予測
がはっきりと立つ、みたいなもんよ」 
「じゃ、万事休すっていう訳？」 
「うんにゃ。此処からが難問好きの俺の趣味にぴったりの世界な訳よ。 
ダメで元々。 
兎に角またとない絶好の趣味日和到来っていうかんじなのよね。ブヒヒヒヒ」 
「オヤジ、♬豚もおだてりゃ、木の登る♬って、か？」 
「人生良くも悪くも暇つぶし。そのヒマつぶしのクライマックス・イベントが棚ぼた的に
到来。興奮せずにはいられまい。ブヒヒヒヒ」 
「ハッキリ言って、変態、ね、この人。常人（顕在意識）側から見ると」 
 
 
(English expression ver.) 
"Poverty has no leisure time, reverse, To try and error, no problem, common, normal 
condition!?" 
 
"In the previous time, I noticed more terrible event will happen, the possibility noticed after 
at that time I told over the story about AI and, obvious consciousness field, under hidden 
consciousness field. Shocked!!" 
"Stop anymore, please stop, just at this time, rather than this, it`s at least little bit better 
your usual, no understandable low level jokes forced hearing of, much better I feel. Because 
in this time your talking theme will force me mind down, seems to be." 
"No to give up continuing because I count it my mission!!" 
"OMG!! Crazy mission!!" 
"Then a, from now I`ll try to have my mission done!!" 



"Boss, your have done mission means dancing on the bed festival?" 
"Then a, will take a start!!" 
"No more mission!!" 
"Pass all, no need reason!! 
Huma, n using area in human organ brain is still 10% only, scientists said, according to their  
reports. This 10% used area is obvious consciousness field. It means in which what happens 
or from which logics happen we can grab understandable reason, the area. 
Otherwise, vasa versa, almost no touch area is the left 90% occupying, under hidden 
consciousness field. 
Why no touch, the reason is because of that inside in this area what happen, for what turn to 
be useful, it still never be found out. In other words, no touched treasure mountain, the 
same!! 
Above "treasure mountain, the same" means that from logic, taking a choice of never can be 
understandable, why you get until so loss, try to do it? Or until reaching to without p/l 
counting position, why you can hold such will? These human events from which parts 
coming out is not clear but by unknown source, human has done big event rather than 
coming out from logical field one, seems to be. 
Even obvious consciousness area which human easily be understandable, is controlled by 
under hidden conscious power, the obvious conscious field is merely organizing or giving 
reasonable logics to them putting on the only, the theory they have, looks like. 
Above "looks like" means still not proved yet by scientific way, but in Japan allegory, "staying 
fire accident place, unbelievable power getting" might be matched to it." 
"But, is it for what?" 
"This is my guess which I got from many experiences, it`s sure that correct opinion or not 
never can judge by own, I know. 
But according to my 6th sense which I got from my experiences, for the examples, for 
communicating with animals, things by this part. For output unbelievable power also by this 
part, and others in Japan allegory, "In a hurry, take a turn around", " first loss, later gain", 
"great talent, even tiny event, get alive." Such these at one glance look like crazy counting 
from current view, but final p/l might be looked like great!! Like this, one of above evidences, 
looks like. 
Thinking with logic or from patent , from school(teacher) we were lectured that, take first 
for get a win, ASAP." The left has been common. But to listen to hidden consciousness voice, 
perfect on opposite opinion sending to us, seems to be." 
"Then a, what for us!?" 
"Don`t you think about it, perfect opposite against the best performance tracking, in other 



words, hi speedy is the best, the same!? Quick, quick, addon one more quick, like this!! 
Against it, with saying, "No!!", "it`s not correct!!" 
From above perspective, I inspirated that to get a win against AI, never stand on the same 
field where logic, anyway performance first, advantage world. Vasa versa, on perfect 
opposite side, to stand in hidden consciousness field with focus is more well chois, might 
be." 
If it`s the story all, it`s not terrible story, I think." 
"Nope!! From here, the terrible content starts!!" 
"!?" 
”To focus for it, below the terrible, AI based on logical performance, clear over the hidden 
consciousness field mechanism, in such case, what will happen on our planet!? On our 
human society!? 
AI vs. Human beings, so hard battle, purposing to get hidden consciousness field!! 
As a result of this battle, AI get a win because of that AI can fix own on logic, but human no 
can fix own position, by drifting between obvious consciousness field and hidden 
consciousness field, never can fix but wondering. Cool fixed vs. nor cool nor passionate, 
drifting, wondering battle, the later one never can get a win against the former, such 
imagination I inspirated!! The terrible story contents was!!. 
If both field taken(=occupied) by AI, we human have nothing to do!!" 
"It means the game over!?" 
"Nope!! From here, for me, difficult question resolving lover me, "good paradise time" 
visiting!!, the same. To try and error for me normal condition!!" 
Anyway, for me, it looks like happy day coming!! Oink, Oink!!" 
"In the case of praising oink, oink pig, oink, oink pig can run up to the top of tree" in Japan 
allegory the same situation, dad!?"  
"For human, life is, good or bad, to turn from vacant to occupied, the period on this world!! 
True purpose of life has been hidden for our eyes from something great!! Anyway, happy 
days coming for me, oink, oink, lol" 
"Just straight saying, "Crazy", this guy!! At least from our side, from obvious consciousness 
field side watching!!" 
  



2024/4/11 
11th April 24 

(Japanese expression ver.) 

「胸突き八丁「比率替え」！？」 
(English expression ver.) 

"It`s a hard work!! Doubt!! your fixing ratio!! 

Recheck it!?" 
 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「胸突き八丁「比率替え」！？」 
 
「昨日の AI の話の後、又思いついちゃったのよ」 
「いい加減にせんかい、オッサン」 
「今度はそう悪い話でもないから」 
「そんな事言って、よかった試しがない。ヨカッタというより、意味不明じゃなかった試
しが記憶にない」 
「お前こんな処で、そんな我が国名物、国会答弁みたいな事して、どうすんのよ。その他
にも「前向きに善処いたします」が、何もしない事で、「一応、貴重なご意見として参考
にさせて戴きます」が完璧無視という説明もネパちゃん用にしておく。今後、我が国を深
く理解する為に」 
「シャチョ、有難うございます。ジェンジェン何のことか分りませんマンネンけど」 
「♬話せばわかる♬話さねば分らぬ何事も。話さぬは、人の話さぬなりけり♬的に♬冬、
来たりなば、春、遠からじ♬の前例もある事ではあるし」 
「なに、格言使いまくってお茶目してんのよ。そんな事より、どうせまた藪蛇なんだろう
けど、昨日の AI の話の後、またぞろ思いついた事って、何ヨ」 



「比率よ。比率の置き替えをしてみたのよ」 
「比率！？何の？」 
「昨日、人間の脳が使われているのは全体の 10%だけだって言う話、したよな。その 10%
は、把握可能な顕在意識界、論理中心の領域で、残りの 90％は未使用の儘。是を潜在意識
界というって事も話もしたよな。オマケにこっちの意識界の方が顕在意識界よりもっと爆
発的エネルギーを内在している可能性もあるって言う話も」 
「オヤジ、いちいちおさらいしなくていいから。俺向けにだけだったら」 
「サンキュ。そして AI に勝とうとするんだったら、むしろ AI が得意な顕在意識界、いわ
ば論理メインのフィールドを敢えて避けて、AI が未だ手を付ける前に、人類の方が潜在意
識界の有効な活用法を見出す事に掛かっているというような話も」 
「だから、おさらいはいいってば」 
「昨日の話の後、またぞろ思いついちゃったのは此処からなのよ」 
「前置き、長すぎだよ」 
「ごめん、ごめん。お詫び致す」 
「早く話、進めてよ。忙しいんだから」 
「90%を占めている潜在意識界の利用率 0%は人類登場以来、不変の固定的なものだと俺
は勝手に考えていた。 
が、しかし、ひょっとして原始人や古代人は、脳の全体利用率の内、現代人が使っている
顕在意識界の使用率が少なかった代わりに、潜在意識界の方を昔は使えていたんじゃない
かなって思いついた訳。 
というのも、彼らは動物や自然とそれなりにコミュニケーションしていたり、且つ、今で
は信じがたい発明や発見を促す、爆発的エネルギーを持っていたとしか考えられない証左
が幾つも見つかっているから。 
それを元に、現代人が顕在意識界である 10%を使っていたのに対して、原始人や古代人は、
顕在意識界を、仮に 5%位しか使えない事情から自然に、残り 95%の潜在意識界の方の能
力を一部なりとも使っていたのではなかろうかという仮説を思いついちゃった訳よ。 
彼らの脳内活用比率を算出するのに置き換えが面倒だから（100－5＝95％）をエイやっで、
現代と同じ 90%に置き直すと、原始人や古代人が、顕在意識界５％、潜在意識界 5%、そ
れぞれ使用して同じトータルは 5＋５＝10％で同じでも、潜在意識側の 5%が効力を発揮
して物凄い気付きや発明を繰り返せたとは考えられないだろうかって、ね」 
「オヤジ、じゃ、逆に言うと元々古代人なんかが持っていた潜在意識界の能力を現代人は
長い年月欠けて徐々に失ってしまった、詰り退化して来たって事？ 
その代わりに顕在意識界の能力を 5%から 10％に広げる事でその退化部分を補ってはいる
ものの、爆発的発明や気づきは、顕在意識界ではむしろ起きにくいんじゃないかっていう
意味？」 
「そ、そ、その通りヨ。さらに言えばどうせ顕在意識界じゃ、AI に勝てっこないんだから、



そっちの領域の使用率減らしても影響は少ない。むしろ新規開拓で、潜在意識界を掘り起
こして、もし現代人が大好きな「数字」をご所望なら、次の式なんか示したらどうかなっ
て。 
曰く、 
顕在意識界５%+潜在意識界 7%使用可能になればトータル 5+7=12％になって、現代人が
大好きな「数字的」にも 2%AI を超えられる可能性がある。 
その方が対 AI サバイバル戦で勝ちを得る上では上策なんじゃないかなって事もおもいつ
いた訳なのよ」 
「でも、そんなに簡単にポンポン上手く行くもんかねぇ。着眼としては面白そうだけど」 
「そちらにシフトする為には、先ずは論理一点張り、中でも効率一点張りの今の態度を見
直さないと、難しいだろうな」 
「あらま、それなしには生きていけない現代人の基礎部分を変更しようなんて、いきなり
超難題じゃないのよ」 
「でも、時々こんな言い方するの、聴いたことない？「あの人には野性を感じる」とかっ
て。現代人の中でも、ほんの僅かながら「潜在意識界」仮出獄みたいな人間の事、指して
いるんじゃないのかな？その言い方って。」 
「例えば誰ヨ？」 
「そりゃ何てったって勝新よ。「二等兵隊物語」に始まって「座頭市」迄、映画の中でも
カッコよかったが、本姿は映画の中じゃない、普段着の中にあるのよ、勝新の。菅原文太
も、健さんもかっこうは良いんだけど、なんか作られ過ぎているかんじがするのよ。何故
か。でも勝新は、素のまんまの感じがするのよ。勝新は無理難題吹っ掛けるワガママ亭主
関白だったんだろうが、あちこち振りまわされながらも、結構、女房の中村珠緒はそれを
楽しんで、傍から見るより遥かに幸せを感じていた様な気がする。 
彼女自身も「え、嘘でしょう」と思っていたかもしれんが。 
兎に角、そんな頼りないと申しましょうか、あやふやと申しましょうか、いずれほんの微
かな可能性を頼りにしながら、こっちに進むしかない様な気がするのヨ。だって他にいい
アイデア、何故か全然思いつかないし」 
「でも、幾ら暇つぶしに、とはいえ、自分の好み最優先の我田引水的解決法を鼻から優先
的に色目で選択するのも、どうかと思うヨ。そんなレベルでいいのかね？」 
「いいもワルイも是しか浮かばん。ない袖は振れん、の、やけん、がさい。 
それに自然に思い浮かんだもの以外、ムリにひねり出す必要もなかろう。 
とはいえ、結構シンドイ作業だわ。一から始めにゃいかんのやし。 
其れはそうと、レベルと言えば銀河鉄道 999（スリーナイン）に出て来た、あの憂いを含
んだ眼の、超絶エロっぺぇ、垂涎の的（まと）女、確かレイチェルって言ったよな」 
「どうしてここにそんな話が出てくるのよ」 
「だってレベルとレイチェル、発音が似てたから」 



「オヤジ、もう潜在意識界への探検の模擬訓練始めたの？ノリノリで。 
しっかしまぁ、レベルとレイチェルなんて全然発音、似てないジャンヨ。合っているのは
最初の「レ」だけジャンかよ。何処をどうするとそう言うリンクが出来るのか相変わらず
サッパリワカラン。昨日と同じく顕在世界に暮らす俺には」 
「ムスコサン、シャチョ、訳分かんない事、言って、相手が一瞬、口をぽっかり空けたと
ころに、如意棒ブッコンで、♬お口、クチュクチュ、モンダミン♬せがんで、泣きの一手
で女落すの、得意あるマンネン。シャチョ、何でも手当たり次第に利用するマンネン。油
断も隙もあったものではないアルマンネン。実の息子と雖も、気を付けた方がイイの事ア
ルマンネン」 
 
 
(English expression ver.) 
" It`s a hard work!! Doubt!! your fixing ratio!! Recheck it!?" 
 
"After my talking about AI, once again inspirated new perspective." 
"Oops, too much enough, Big Boy!!" 
"In this time not so bad story." 
"Ax, no time your story is good!! Not to say "good" but to say, no time your story is 
understandable in any case, in any my memories!!" 
"no have in your memories!? This yours is sound like a Japanese politician replying at the 
conference copying. Below are these politicians` samples ; "Aggressively accepting" means 
no have will of having done it, the same and "Your important voice, we will treat it as a 
serious reference" means , to pass it, the same. No good faith inside mind!! Surface only!! 
These such explanation adding for Nepali staffs. Because of that for deep understanding 
concerning to our country common customs." 
"Boss, thank you so much!! But no understandable what you say!! Is. Might be, maybe!!" 
"Boo!! Boo, boo!!" 
"Never be here farting!! Very no manner!! Anyway, what`s your story, next1? Rather it, too 
much bad offering, might be!!" 
"Ratio!! To replaced putting way of ratio." 
"Ratio!? What kind of ratio? Or which ratio?" 
"Yesterday, I already told about used area of human organ brain is still 10% ratio only, can 
you remember it? And this 10% area is possible checking by logic, and called "obvious 
consciousness field", on opposite no touched 90% area is staying and called "hidden 
consciousness field" also told about. Addon this area has a possibility of more dynamic 
power inside rather than obvious logical one, also." 



"Dad, no need reminding, at least for me only!!" 
"Thanks!! And if we try to get a win against AI, AI still no touching yet , hidden 
consciousness field, at first, before they notice and come to occupy, we have to can at least 
operate it, the important, also I suggested." 
"Then a, no need reminding any more!!" 
"Ok, from here, newly starting!!" 
"too long, pre position talk!!" 
"Sorry, sorry!! I`m apologizing you!!" 
"Go forward please. I`m busy." 
"90% of human organ occupying hidden consciousness area from the first of human beings 
born, the its used ratio has been 0% fixed, not changed one, I had counted until just before 
yesterday from one side!! 
But I suddenly inspirated that perhaps primitives or ancients can use under hidden 
consciousness field, bater, they couldn`t use up to modern human using 10% full in the 
obvious consciousness field. 
Because of being found out so many evidences which proving that they could had had 
something abilities of communicating with animals, things, nature and from current our 
perspective, it`s the unbelievable dynamic power for inventing, noticing.  
From as a base on it, I inspirated the tentative one which modern human beings use 10% 
obvious consciousness field, bater vs. primitive cave or ancient people, instead of could 
using limit maximum 5% for obvious consciousness, had used a part of the left 95%(100%-
5%) or not, the possibility.  
Although it`s very troublesome when on each time from at the time hidden consciousness 
field ratio 95% to at now modern time hidden conscious ratio 90%, then a, here I will 
replace all 90%, regarding to the same number 90%, after this replaced, even if it`s the 
same % of total used area ratio 10%, in the case of modern people, in the field of obvious 
consciousness full 10% vs. in the case of primitive cave or ancient people using one, for the 
example A + B mixed one, the case we can image. A + B mean (A)= in the obvious 
consciousness field, for the example 5% used, (B)=in the hidden consciousness field, for the 
example 5% used, total (A) + (B)= ratio (5+%=)10%, the meaning. But the under the 
staying power of hidden consciousness field is more effective for great invent or great notice, 
I inspirated the possibility yesterday." 
"Dad, then a, other words using from opposite perspective, modern people have gotten lost 
the ability little by little within so , so long time, the ability which originally primitive cave, 
ancient people had had abilities of hidden consciousness field, shorty saying modern people 
turn back against evolution, by one word, regeneration. 



Instead of it, as a recovery, modern people have expand the area of obvious consciousness 
field ability. Then a, modern people can`t have done a dynamic one from cut the connect 
line with hidden world off . This is your meaning!?" 
"Yes, yes, just right!! Like a ♬Ping!! Pong!! ♬ sound, Right!! Addon more saying further, 
even if anyway taking, we have no option to get a win against AI, limited on the field of 
obvious consciousness, logic first field, if it correct counting, rather than tracking AI winner 
field, to reduce tracking AI after, the effort stopping and starting to focus only to AI still not 
reach to can controlling field, hidden consciousness one digging up before AI reaching to, 
it`s much better concept for we should take advantage!! 
And more addon, tentative standing on logic first side, below calc. can offer to them. 
The calc. is at obvious consciousness field, 5% area can occupy, control + at hidden the one 
area 7%, can occupy, control = total 12% area, can occupy and can control, the story can 
offer to them, to logic lovers. 
It`s much better method, plan to get a win on survival battle against AI, I inspirated." 
"But in real, in actual, so take it easy way can get running? As a plan, it`s interesting." 
" for shifting to this plan get realized, first of the all, logic only, especially hi performance 
only, current perspective only the correct one, common sense rechecking behavior, the 
first!!, I guess." 
"Ax, from the first, suddenly ultra, hyper difficult problem has come out because the concept 
of hi performance is final aim, the guys` fundamental base, corner stone have to change!!" 
"But Haven`t you hear of that, " I feel from that guy, wildness!!"  
It might be pointing at the ones who are within modern people, very few guys, like a coming 
from hidden consciousness field.? Above such a saying way might be or not!!  
Anyway, while depending on such foggy, smoky, no clear unseen possibility, I have to go 
forward, I feel. Because no other way can inspirate, why some, except this way."  
"such level, is it allowed on this matter?" 
"Good or bad, inspirated matter is this one only!! No other option can take. 
Addon, except naturally inspirating one, no need forced ideas searching. 
Anyway, it`s a hard work!!Because, To doubt our fixing ratio!! To recheck it!!" 
  



2024/4/12 
12th April 24 
(Japanese expression ver.) 
「世の中の本姿は心外だらけ！？」 
(そうならない為の策として、♬脇目フリフリ、屁もふって♬) 
(English expression ver.) 
"In actual" is unbelievable events only!?" 
(And against it, rather, take a going around way) 
 

 
 
(Japanese expression ver.) 
「世の中の本姿は心外だらけ！？」 
(そうならない為の策として、♬脇目フリフリ、屁もふって♬) 
 
「もともと人間というものの中身（本性）はドロドロしたものだ。それを野放図に放って
おくと大変な事になるからと、今で言う交通事故の頻発を防ぐ、信号機みたいなものとし
て法律が出来たり、論理というものが生れた。だから元は一種の抑止力、とか交通整理み
たいな実利的役割を担った便宜的なものだったんじゃなかろうか。 
それがいつの間にか、独り歩きし初め、当初、実利的役割メインの便宜的なものだった奴
が、絶対的であるかの様になってしまった。元々からあった本体の様になってしまった 
法律然り、語学然りだ。 
「悪法と謂えど、法は法也」という言葉は、将にそれを体現しているし、 
語学も文法が先に立った時点から、元々言い易い音の連なりだったはずの「言葉」が、理
屈優先で、その論理に合わないと、使い勝手が良かろうが悪かろうがお構いなしにパージ
されてしまった。 
よく我が国でも慣用句として、しょっちゅう使っている言葉の下にワードソフトで正誤チ
ェックを入れておくと「えっ、是がダメなの？是もダメ？」と信じられないところで、誤
りを示す赤波線が下に現れて、戸惑ったりすることがあるのは皆もしばしば経験済みだと
思う。 
そして昨今は生成 AI 迄登場してきた。 



是は先に述べた法律と論理と語学を統合したリバイアサンみたいな、一種の化け物だ。言
い方を変えると便宜的なものが絶対的なものみたいになった結果の「架空の殿堂、伽藍」
だ。 
だからそうなる前に「そもそもは、どうだったんだっけ？」に関心を持つことが急務のよ
うな気がしている訳よ。 
世界最古の法典とされる「ハムラビ法典」の中の「目には目を、歯には歯を」というのは
「目を潰されたら、潰した相手の目を潰す。歯を抜かれたら抜いた相手の歯を抜く」 
つまり「喧嘩両成敗」、一種の公平を意味していたんだが、それがいつの間にか、やられ
たらやり返す、今迄搾取されっぱなしだったから、今度は俺が、その搾取する側に立って、
採り損ねた分を倍満で取り返しまくってやるみたいに、単に一方的な、私的リベンジ、仕
返し、復讐、意趣返しに成り下がってしまっている気がする。 
或いは法律が絶対視された裏をかいて、表向き法律を守っている姿さえとっていれば逆に
身が守られるなんて言う本末転倒な事に法律を悪用する輩さえいる。こういうのは高位の
人間に多い。 
高位の保守はお金を追いかけ、高位のリベラルは人気を追いかける。いずれも数字を追い
かけているに過ぎない。お金の出処は問わない。人気にカウントされる頭数だけ必要で中
身は問わない。いずれ確率の高さ無条件、無考えに信じて追う。全て数字の論理、数字こ
そが「天の力以外でこの世で最強と言われた、リバイアサン」役をやっている世界だ。そ
の数字を以てして、不正の公正化に逆証明として、その数字を金科玉条の如く使う。数字
の魔術だ。 
余談が過ぎた。 
基。 
だから、上述の如く、一気に無考えから、将又面倒くささからくる手抜きの短絡をする前
に、一考してみる時間。 
一歩、一旦、下がって、辺境から中心を見る目が必要な気がするのヨ。 
或いは飛び込んだ後も、闇雲に突き進むんじゃんなくて疑問を抱き続ける姿勢とか。 
そう言えば昔、前の会社の入社式の役員訓話で 
「自分は病気を患って二年間、入院生活を余儀なくされましたが、却ってそれが冷静に会
社全体を見る時間となって、結果今こうして皆さんの前に役員の一人としてひな壇に座っ
ている訳でございます。何事も物は考えようです。 
「急がば廻れ」「損して得取れ」 
何事も考え方次第で、何でも役に立つ気がしております」 
と言っていたのがとても印象的だった。 
だが、昨今、当事者からの言われ方はそれに反して、 
「そんなことすると脇目もふらず、屁もふらず只管一直線、の視点的には、ロスが多すぎ
て損だ」というむきもあろうけれども、トータルで見れば、却ってお得な気がするだけど



ね。 
この前も卑近な例として言ったが、コミュニケーションの一手段としての「言葉」「語学」
という見方。 
一方、広い体育館の隅っこに置いてある足幅の狭い平均台の上を後ろからナイフを突きつ
けられながら、落ちたら一大事、一巻の終わりだとばかりに縮こまって歩いている様な
「TOEIC,TOEFL」で高得点を取ることにしか目が行かなくなってしまっている現実。 
その対比からも分かる様に、本来の目的や存在理由を忘れて、というか、そんな事がある
事さえ全く考えもせず、いきなり高得点狙いで頭がいっぱいになってしまうような導き方
が今、世の中を席巻し、跋扈している様な気がしてならないのよ。 
逆に言うと、「物事のそもそも」にみんなの関心が向いて疑問を持たれ出すと今ある既得
権が危うくなり兼ねないと、受益者の不利益を知りつつ、己が利益確保最優先で、敢えて
そこに目が向かない様な仕向け方をしている輩が多いということでもありそうだ。 
再び語学を例に取れば、少し英語をやった者なら、今の受験英語に則した勉強をすればす
るほど、本来の英語が喋れなくなる方向にドンドン向かう事に気付いている筈なのに、そ
れを言うと教授職をうしなったり、塾に来る頭数が激減したりするのが怖くて、敢えて黙
テンしている節もある。 
知っているのに知らん顔。気付いているのに気づかぬ振舞い。♬受益者不利益、何のその。
先ずは私の利益ダス♬街道まっしぐら」 
「シャチョ、真っ白いクジラって（上記、まっしぐら之事）、あの「モービーディック」
之事アルカ？ 
子供の頃、山の中から出て、カトマンズに遊びに行ったとき、映画館でやっていたアル。 
エイハブ船長が、クジラとの一騎打ちの時、銛（もり）の縄が絡まってモービーディック
の身体に船長の身体が括りつけられ、船長は縄が絡まって水中の中に居た時からもう既に
息絶えているのに「こっちへおいで、こっちへおいで」と手招きするラストシーンが怖か
ったアル。 
でも、何で今、此処に「モービーディック」が出てくるアルカ？」 
「オヤジ、又ネパちゃんまた、脱線しているよ」 
「ムスコヨ、苦しゅうない。捨て置け。詰らん事にメクジラ、立てるでない。 
それが大人の振舞いというものじゃ。いちいち行儀作法を習わんでも、その位は、自主的
に考えて、自らそれを弁えた上で、日々実行すればいいだけの話じゃ。 
ワカッタ？ムスコ君」 
「ガキオヤジに大人の振る舞いについてなんかで、イジッテほしくない。 
俺を。 
ブー、メチャ、心外」 
 
 



(English expression ver.) 
"In actual" is unbelievable events only!?" 
(And against it, rather, take a going around way) 
 
"Originally human inside contents are like magma, so hot and so sharp smell holding, 
muddy. 
Very ugly from strong desire "me first". 
Even though the tendency of that they let own doing as they like, would bring so many 
troubles happening, then, for saving and controlling each one own like, human put regal low 
systems or logics. But it was at the time, like one of paper weight, not like a so absolute 
authority as same as current human world inside one. At the time one looked like a kind of 
traffic signal for organizing traffic jammed and escaping from each one crushes, in other 
word, trouble escaper job. These were very practical ones, not conceptual ones. 
Or regal law or learning language, yes, the same as. 
"Bad law. But law is law." The left is above law turns to be absolute, the concept typical one. 
Learning language (Learning English language) was ,under current society in Japan, turning 
to be servant of grammar , from at the time logic first. We have given advantage to grammar 
rather than convenience of using words which is despite of it, it means series of sounds, on 
conversation.   
From it, despite of our casual using Japanese idioms, grammar correct or not checker 
automatically put a red(=wrong showing) marks even on our casual idioms. 
"A!? which is wrong？Why is it wrong!?, perfectly can`t be understandable!!!" 
Such above experiences so many we have, don`t you!? 
And just at now AI coming and standing on the stage under spot light!! 
AI is one of monster like "bad" Leviathan, which I already at previous told, that like a, regal 
law, logics, language grammar, three one binding, the strongest monster one except 
heaven`s power.   
Then a, before turning to be above, it`s the most hi priority, holding a question which at the 
first, how was it, the original!?" is most important what I said. 
As the oldest law book has been counted "Hammurabi code" on it written "eye to eye, tooth 
to tooth" original meaning was "trouble makers both side should be punished", in other 
word , it was one of fair judgement.  
But under unknown period, have been done it on me, have return on you, or "until now have 
been squeezed, as a return match, in this time have standing on squeezing position, and 
from it, the lost amount will have regained by twice level amount fully!! ", like such, lost 
fairness, turned to get down to mere private revenge level, I feel. 



Or regal law was established as an authority for governance, for it, coming up bad guys who  
taking reverse way, use regal law as a camouflage for their badness hiding behind. At the 
time, their escaping comments are "We keep rules correctly. Which is problem?"   
Above such type guys are almost of all on hi level position, in so many cases.  
Conservative hi position is tracking after money, Liberal hi position is tracking after 
popularity. Conservative no asking for the money from which comes out, need only hand in 
money. liberal no asking for the contents of fan, need only fan`s heads quantities. Both their 
requirement is numerals. Numerals (numbers, amounts, quantities) is for both of them, like 
a, "bad"-"Leviathan" which is the strongest monster one except heaven`s power. By using 
this numerals, they turn their badness to goodness, for that`s as an evidence. That`s just a 
magic from numerals (numbers). 
Ax, sorry for no relevant story so long!! 
Reset!! 
Therefore, stop a moment thinking time and one glace observation from the edge of 
mainstream to center are turning to be necessary, I think. 
Or after diving into mainstream, without directly rushing forward, to hold a observing eyes 
and doubts is very important, I think. 
Just I`ve remembered!! In the past time at the guidance ceremony for new comers (joiner of 
that company), one of executives had a speech to us like below. 
"In the past time, I had gotten disease, because of that I had stayed in hospital during 2 years 
period (2 years interval should be required). But rather than normal step up, it`s more lucky 
chance getting, might be. Because from this interval, I could have the time for rethinking 
about our company whole by cool down brain. Due to that, now I can tell a message to you 
as one of executives now might be. 
Anyway, 
"In a hurry, take a speed down, and take an observing eyes" 
"first loss taking, later profit coming" 
All is how to think, the all. Anything is useful, I think now." 
It was very impressionable for me. 
But nowadays a charge of current works replied that it`s waste time spending by going 
around without directly rushing the target aim. 
But and but from my perspective, not direct but going around is more gainable profit later. 
In previous time I told about words and language as a one of communicating way. 
It`s one side. 
In another side, looking at only TOEIC, TOEFL(in Japan, ranking test for in English skill 
operating) test score for hi salary getting, in real, in actual.  



You can easily understand from above comparison with the purpose between for making 
good communication and for getting hi salary, straightly and directly rushing into TOEIC, 
TOEFLE hi score getting, the guiding way is correct or not for learning person`s future or 
mind, I`m very doubtful now.  
The guys in Japan who even if it`s little, have experiences of teaching English language, 
already noticed that current English language teaching way for joining in university is 
perfect against effect only to speak casual English conversation, however, nevertheless, 
despite of it,  if leaking truth, should have held the possibility of or professor position lost, so 
many students of prep. school lost, from it, they are shutting their mouths against true 
voices, looked like. 
Knowing, but no knowing face wearing. Noticing, but no noticing face wearing. ♬Profit 
receiver`s unprofitable, no problem. My profit keeping first is the most important!!♬ 
rushing, rushing, like a Moby Dick!!" 
"Boss, Moby Dick!! In my childhood at the time when I visited in Katmandu from our village 
in the mountain, at the movie theater on "Moby Dick" movie running. 
Hero of this movie Captain Abraham after face to face fighting with Moby Dick (White huge 
Whale) already dead from under the sea no breathing, roped by handing out throwing 
knife`s rope his dead body on Moby Dick white body, however, already dead Captain 
Abraham, his hand waving, like a, inviting come, looked like, it was so terrible at the movie 
last scene, I felt!! 
But why now " Moby Dick" here coming out, boss!?" 
"Yes, also I have question, dad!!" 
"It`s as it happens. No deep meaning. Stop such a question concerning to sudden tiny 
happenings. It`s adult behavior!! Boy!!" 
"I no hope from Kiddy Daddy receiving waste advice!! 
Boo!! It`s perfect, unbelievable, out of my mind!!" 
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